
例会報告

●第2155回例会　平成28年12月14日（水）晴

●12月は疾病予防と治療月間

●ロータリーソング　　我等の生業

●出席報告　　会員　　　名中　　出席59名

　　　　　　　出席率62.77％　修正出席率84.21％

（11月30日分）

●ゲスト紹介
　・ゲストスピーカー

　　　ＪＳＴ未来塾　塾長　西　智彦氏

　・槇野君ゲスト　坂口　啓資氏

●ニコボックス
　「本日卓話の西　智彦さんをよろしくお願いします。私

の生まれて初めての海外旅行をお世話いただいた方

です。」　　　　　　　　　　　　　　坂倉弘康君

　「ＣＢＣチャリティー基金への寄付ありがとうございまし

た。」　　　　　　　　　　　　　　　佐藤嘉彦君

本日のニコボックス　 2件    4,000円

　累　　計　　89件　753,000円

柏木博喜幹事報告

▽当クラブ行事予定

　・12月14日（水）　本日卓話終了後、年次総会を開

催致します。

　・12月21日（水）　例会終了後、理事会を開催致し

ます。

※理事及び役員のご出席をお願い致します。

　・12月28日（水）、2017年1月4日（水）　規定休日のため、

休会です。

　2017 年

　・１月11日（水）　通常例会です。

　・１月18日（水）　新春夜間例会です、時間は 18

時〜です。場所はウェスティン

ナゴヤキャッスルです。

※お昼の例会はございません。

※本日、新春夜間例会のご案内を配布しており

ます。

髙木一平会長挨拶
　先週の年末家族懇親会では心に残るイベントを企

画、遂行していただき、誠にありがとうございまし

た。改めて、出演者、親睦活動委員会、会場運営委

員会の皆様に心より御礼申し上げます。

　どんな催し事も決して一人ではできません。皆さ

んが持ち場でそれぞれ目一杯働いていただいたお陰

であの会が成立したものと思っております。我がク

ラブの人間力、団結力を見た気がします。

　いよいよ今年も残り僅かとなりましたが、皆さん

どうか御自愛くださいますよう。

卓　話
奇跡を呼ぶ人材の育成法

JST未来塾　塾長　西　　智　彦

　ＪＳＴ未来塾は、私が海外

専門旅行会社ＪＳＴを37年間

経営する中で培った考え方、

生き方を伝える塾です。

　企業における他社との最大

の差別化要因は人材です。

　会社の力の差は人材の力の

差です。

　会社にミラクルを呼び込む

人材とは？

　「わが社に申し込むことこそがお客様の幸せにな

る。なぜなら私がいるから。」と胸を張って言える

人材、お客様を感動感激させワクワクさせる人材、

ＥＱ（心の知能指数）が高い人材です。

ＥＱが高いとは、お客様の望みを先回りして理解で

きる能力が優れていることです。

　そのような人材を育てるには、誰でもが納得し理

解できる会社の基準を決め共有することです。

　ＪＳＴにはそのような基準が４つあります。

１． 儲かるか儲からないでなく、人として正しいか

を物事の判断の基準にする。

２． あなたも喜び、わが社も喜ぶことがJSTのビジ

ネスです。

　　どちらかが我慢していると仕事は続かない。

３． お客様は神様でなく、お客様は恋人だと思い接

しましょう。

４． 世界で一番お客様と親しい旅行会社を目指しま

す。

　この4つの基準はストレスの少ない会社を実現し

ます。そして全てのスタッフがこのことを共有し承

認すると、細かい指導をする必要がありません。

　その基準に合わせて自分で動くことができます。

　その代わりスタッフが守るべきことも4つあります。

１． 悪い習慣を良い習慣に上書きする。

　　仕事ができるかできないか、は良い習慣をつけ

ているか悪い習慣をつけているか、なので、悪

い習慣を意識して治す。

　　性格は変えられないが、考え方と行動は変える

ことができる。

２． 考える力をつける。

３． 完璧主義をやめクイックレスポンスな対応

４． 常に前向き明るいポジティブシンキングな発想

　会社の生き方と人間の生き方が一緒になるような

経営をすると教育をしなくても仕事を通して人は育

ちます。そのようなスタッフを信頼し、会社の主役

を演じさせることにより一人一人が奇跡を呼び込む

人材に育っていきます。

ガバナー公式訪問報告
　10月12日(水)、名古屋和合クラブ、名古屋名東ク

ラブ、名古屋東山クラブの三クラブ合同例会がウェ

スティンナゴヤキャッスルにて開催され、服部良男

ガバナー、岩月昭佳地区幹事、加藤博巳地区事務長

にご来臨頂きました。

　例会前には懇談会の席上で、ガバナーから我々会

長、幹事に対して、なぜロータリアンになったか、

なぜ今もロータリアンであり続けるのか、という根

源的な質問があり、自らの原点に立ち返ることがで

きました。

　またガバナーには卓話でＲＩの戦略の変化、規定

審議会の決定に対する各クラブの対応法について丁

寧にご説明いただき、ロータリーをより良く世に知

らしめるためのブランディングとマーケティングの

重要性を強調されました。特にMy Rotaryへの参加

やClub Central、SNSの活用を強く訴えられたこと

が大変印象的でした。

　私共三クラブの会員一同にとって誠に意義深い例

会となりましたことを心より感謝申し上げます。

（ガバナー月信 12月号より）

●年次総会
　2017〜2018年度　理事・役員の件

名古屋和合ロータリークラブ
２０１７～２０１８年度　役員・理事
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